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2.  引張試験 1 
 ●引張試験とは？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ●引張試験実施の様子映写（約 5分） 
 
 
 

2.1 応力－ひずみ線図： 
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図 2.1 引張試験片の形状例 
［材料試験 訂正版，共立出版］ 

 

図 2.2 軟鋼の応力－ひずみ線図 
［新版 基礎機械材料学，朝倉書店］ 

 
図 2.3 アルミ合金の応力－ひずみ線図 

［新版 基礎機械材料学，朝倉書店］ 
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 ・比例限度s P： 

 ・弾性限度s E： 

 ・降伏点（上降伏点および下降伏点）s Y（s Yuおよびs Yl）： 

 

  ・耐力s 0.2： 

 ・引張強さs B： 

 
 

 ・破断伸びd： 

 ・絞りf： 

 
 

2.2 公称応力と真応力 
 ●垂直応力の定義：  
 

      ・垂直応力が作用する→ 

 
      
 

          ・ 

 

 
 

 ●公称応力：      ●真応力： 
 
 

 ・ 

 
 
 

図 2.4 垂直応力を受ける丸棒 
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 ・ 問い：引張試験中の断面積を正確に測定する方法はあるか？ 

 
 
 
 

 ・体積不変の法則： 

 ・縦ひずみの定義： 

 
 
 
 
 

        ・注 1： 

         
 
 
 

        ・注 2： 

         
 
 
         

        ・注 3： 

 

2.3 公称ひずみと真ひずみ 
 ●垂直ひずみ（縦ひずみ）の定義： 
 

 ・伸びている瞬間の「元の長さ l 0」と「長さ l」は刻々変化する 

 

 ・ 

 
 
 

図 2.5 応力—ひずみ線図の各領域 
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 ●真ひずみ： 
 
 
 
 
 
 

 
 ●公称ひずみ： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ・ 例題：垂直荷重 W = 10.0 [kgf]，元の直径 d 0 = 10.0 [mm]，元の長さ l 0 = 100.0 [mm]，伸

びl = 1.00 [mm]で局部収縮開始前の真応力s t [MPa]および真ひずみe t [-]を求めよ． 
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2.4 応力とひずみのまとめ 
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